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絶縁油中のＰＣＢ分析における試験検査結果書並びに分析依頼用紙変更！ 

絶縁油 PCB 分析試験検査結果書に総重量の記載のご要望が増えていることから、

この度、5 月 1 日より、試験検査結果書と分析依頼用紙の記載内容を変更させていただき、

総重量欄を追加させていただきました。新しい依頼用紙の記載例は下記 URL をご参照

下さい。 http://www.knights.jp/ana/pcb/pcbiraiyoushicm.pdf 

 厚生労働省の「化学物質のリスク評価検討会」では、毎年度、事業場で使用されている化学物質

による労働者の健康障害のリスク評価を行っています。このほど、ヒトに対する発がん性が疑われる

などの 5物質に関する初期リスク評価の結果をまとめた「平成 29年度化学物質のリスク評価検討会

報告書」を公表しました。 

■ ピリジン 

   初期リスク評価の結果、一部の事業場でリスクが高い状況が見られたことから、詳細なリスク

評価が必要である。 

■ ニッケル（金属及び合金） 

   ヒューム等の発生が見込まれる溶接作業に関してのデータが不足していることから、

ばく露実態調査を実施した上で当該物質のばく露評価をまとめる必要がある。 

■ テトラエチルチウラムジスルフィド、二塩化酸化ジルコニウム、メタクリル酸 

   事業場での取扱い状況等にかんがみれば、リスクが高い状況は見られず、労働者の健康障害の

リスクは低いと考えられるが、有害性の高い物質であることから、リスクアセスメント等の

関係事業者による自主的なリスク管理を進めることが適当である。  

 

今後の化学物質のリスク評価検討会の取組として、「ピリジン」については、詳細リスク評価に

着手することとし、「ニッケル（金属及び合金）」については、ヒューム等の発生が見込まれる

溶接作業に関するばく露実態調査等に着手します。また、こうした検討や調査などに先立ち、

関係団体に対し、今回の報告書に基づく労働者の健康障害防止対策の徹底について要請します。 

 

当社は、作業環境測定に長年の実績と豊富な経験があります。ご不明な点等がございましたら、

お気軽にお問い合わせください。 

 

資料 2018 年 1 月 31 日付 厚生労働省報道発表資料 

分析技術箇所 佐藤亮平 

 

「平成29年度化学物質のリスク評価検討会報告書」を公表

http://www.knights.jp/ana/gas/wrkenv_index.html
http://www.knights.co.jp
http://www.knights.jp/ana/pcb/pcbiraiyoushicm.pdf
http://www.knights.jp/ana/pcb/pcbiraiyoushicm.pdf
http://www.knights.jp/mailform.html

